







A study on the similarities in efficiency between language and creature 
 
Isao Hirami  
 
Abstract  
 There are a lot of similarities between languages and creatures in many ways. The system behind languages seems 
to reflect the process of creatures. For instance, varieties of languages seem to be related to those of creatures. 
 The aim of this paper is to point them out. 
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 一方のB of Aという形式が担う関係はＡとＢの間に
あらゆる種類の全体と部分の関係が成り立っているこ
とを見た。おそらくは具体的な全体と部分の関係が典
型的な（プロトタイプ的な）例（たとえば the leg of the 
table など）となるのであろうが、全体部分の概念は、






































びているかという疑問である。たとえば the train’s 
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arrival と the arrival of the train という表現は、どち
らの形式でも表され得る正しい表現であるが、主格か
目的格かという違いが出てくる他動詞と違い（たとえ
ば John’s assassination という表現の John と
assassination との関係は主格よりも目的格との関連





較の場合は（たとえば The arrival of the train was 
earlier than that of the bus.など）B of A の形式が好
まれる傾向はあるが、the train’s arrival というA’s B
の表現と意味的な違いが顕著になる例ではない。A 











れる。B of A は全体と部分の関係を表す。したがって
全体部分はどちらの形式にも当てはまる意味関係なの
だからその点で違いはない。ただB of A は全体と部分




































































重要な役割を果たした書「Metaphors we live by」 









































例（先ほど挙げたMany students read few books.「多
くの学生はほとんど本を読まない」Few books are 


















































































たとえば所有構文で A’s B は所有関係という意味を









置かれる It ~ that、 It ~ to の構文や、内容を表す that
節が後ろに置かれ、文法的に５文型を逸脱する例（た























































































What do you think is the best ? 
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